
令和４年度　　能美市立根上中学校　学校評価（最終）

具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞　

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況と今後の改善策
評
価

学校関係者評価者
による意見

①気づきを大切に
し、的確な「報告・連
絡・相談」をする。

運
営
委
員
会

(

教
頭

)

【努力指標】
管理職、校務分掌、学年での
「報告・連絡・相談」を密にし、
協力して課題解決に対応す
る。

【教職員アンケート】
・気づきを大切にし、的確な「報告・連絡・相談」をして
いる。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教93.6％】
　学校経営ビジョンを共有し、分掌間の連携を密にした協働体制がと
れている。今後も、各自の気づきを積極的に発信し、学年会・分掌ご
とに課題の共有と方針・取組の目的を共有し、組織的に職務にあた
る。成果検証を繰り返すことにより、教育活動の質の向上を図る。
しかし、6.4％が課題を感じていると回答している。その要因を把握
し、改善に努めていく。

A

②働き方の見直しを
進める。

運
営
委
員
会

（
教
頭

）

【努力指標】
月２回以上の定時退校を設
定したり、業務の平準化を
行ったりすることで、時間外勤
務時間を短縮する。

【時間外勤務時間調査】
・時間外勤務時間が月８０時間を超えないように勤務
している。
　　　A　１００％　　　　Ｂ　９０％以上
　　　Ｃ　８０％以上　　Ｄ　７０％以上

【4-7月：91.3％】【9-12月:95.9％】
　時間外勤時間が月平均80時間を超える教員には校長が面談をし、
要因改善策を検討している。学校経営ビジョンに照らし合わせて、業
務の削減、簡素化、統合を今後も継続していく。ICT活用が業務改善
に大きく資する。できるところから校内のデジタル化を進め、効率化
に努める。

B

③重点課題の解決
のために「親和的な
集団」をつくる。

生
徒
指
導

（
泉

）

【努力指標】
生徒と向き合う時間を確保
し、「親和的な集団」づくりを
目指す。

【教職員アンケート】
・生徒と向き合う時間を確保し、「親和的な集団」をつく
ることを大切にしている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教96.4％】
　学級・学年・部活動それぞれの集団の中で規律やルールを徹底
し、認め合う、助け合う、励まし合う、ひいては一人一人が安心して
過ごすことができる学級や学年、学校をつくることを職員全体で共通
理解を図り、目指してきた。ICT機器の有効な活用等で、業務のスリ
ム化が推進され、「生徒と向き合う物理的な時間の確保」が実現して
いるのだと思われる。また「そう思う」の回答率が44.8％から57.1％と
向上していることも大きな成果である。

A

①わかる・できる授
業を展開する。

研
究

（
山
上

）

【満足度指標】
学力向上のための方策とし
て、授業改善や授業規律の
確立、９年間を見通した学習
指導の徹底を行い、「根っ中
授業スタイル」の充実を図る。

【授業アンケート】（研究部）
・授業はわかりやすい。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・わかる・できる授業となるよう、授業改善に取り組ん
でいる。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生94.5％、教92.6％】
　生徒のアンケート結果は各学年共にA、B合わせると９割以上の生
徒がわかりやすさを感じている。しかし、その内訳を見てみると、A評
価の割合が１年62％（－2.2）、２年47％（－2.3）、３年62.5％（＋10.5）
であった。それに対し、教職員のアンケート結果はA評価は55.6％
（－3.0）であった。今後の課題としては、まずは教職員の授業改善に
取り組む数値を向上させるために、自信をもって「授業改善に取り組
んでいる」と回答できない原因を解明し、それらをもとに、目的を明確
にした教科部会と校内研修会を行っていきたい。

A

②基礎・基本を定着
させる。

研
究

（
山
上

）

【成果指標】
基礎・基本を定着させること
で、わかる・できる授業の基
盤をつくる。

【生徒アンケート】
・基礎・基本の定着に取り組んでいる。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・基礎・基本が定着するよう、個に応じた指導を工夫し
ている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生86.8％、教85.1％】
　この項目における生徒のA評価の内訳は１年49.7％（＋0.4）、２年
25.0％（－2.2）、３年47.6％（8.3）、教職員のA評価は40.7％であった。
全体的にA評価の割合が５割に満たず、低いことが課題としてあげら
れる。この結果を受けて教科部会を中心に、授業におけるタイムマ
ネジメントの見直しや、演習の仕方、定着を図るための方法（家庭学
習・教室の後ろ黒板の活用）を中心として取り組んでいく。

B

③端末を含めたICT
環境を活用し、個に
応じた指導を充実さ
せる。

研
究

（
山
上

）

【満足度指標】
授業のねらいを達成するため
に、ICT機器を効果的に活用
することで、個に応じた指導
の充実を図る。

【生徒アンケート】
・授業のねらいを達成するために、ICT機器を効果的
に活用している。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・授業のねらいを達成するために、生徒がICT機器を
効果的に活用できるよう、指導を充実させている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生89.7％、教77.8％】
　今年度の授業の様子から、ほとんどの先生方がICT機器の活用、
または利用をしている現状があった。ICT機器という新しいものをこ
れまでの授業に何とか取り入れ、よりわかりやすい授業づくり、授業
展開を目指そうとする先生方の努力と苦労が若手からベテランの先
生方すべてに見られた。生徒たちにもそのことが伝わっている結果
であったと考えられる。ICT機器の利活用は今後も引き続き学校研
究の視点の一つとして継続していく。研究授業を伴う校内研修会や
ICTサポータの授業支援を通じて、ねらいを達成するための効果的
な活用法について、教師集団が一丸となって学びを深めていきた
い。

C

①生徒指導・教育相
談を充実する。

生
徒
指
導

（
泉

）

【努力指標】【成果指標】
生徒指導や教育相談を充実
させることで、年間の事案件
数を減らす。

【生徒指導データ】
・生徒指導事案（暴力・いじめ等）の発見と解決。
　　　A　１００％　　　　Ｂ　９０％以上
　　　Ｃ　８０％以上　　Ｄ　７０％以上
【教育相談データ】
・新たな不登校及び不登校傾向の生徒をつくらない。

【暴力認知件数5件】
【いじめ認知件数7件、うち解消4件　　解消確認まで3カ月を要するた
め】
　週1回の管理職と生徒指導担当者間での情報交換と教育相談会を
通して、各学年及び個々の生徒の状況について、情報を共有し、今
後の対応策や、トラブルを未然に防止するための方策などについ
て、話し合っている。また、Chromebookを使っての月1回のいじめア
ンケート、QU調査後のヘルプシグナルのチェック、個人面談も引き
続き継続し、トラブルの未然防止につなげていきたい。

Ｂ

②特別の教科道徳を
大切にする。

教
務
・
研
究

（
今
澤

）

【努力指標】
特別な教科道徳で学んだこと
を実生活の場面で活用できる
ようにする。

【生徒アンケート】
・道徳の授業で学んだことは、学校や家庭での生活の
場面などで生かしていくことができる。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・道徳の授業を通じて、豊かな心を育み、実生活の場
面で学びを生かすことができるよう、工夫している。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
※生徒Ａと教職員Ａで「Ａ」とする。

【生88.4％、教89.5％】
　松松レンジャーズや文化祭、部活動と関連させた、道徳の振り返り
の記述が見受けられる。実生活と関連させて、道徳の価値項目に迫
ることができている生徒は88.4％である。今後も、振り返りの時間の
中で自分自身を振り返ることができるよう、時間を十分に確保して、
記述させていきたい。
　８月の道徳研修会では、発問や問い返しから生徒の思考を深める
手だてを学んだ。それを受け、２学期からは発問を意識した授業実
践を各学年で行っている。３学期はさらに、１年生でリレー授業を実
施し、１月の校内研修会でねらいに迫る発問、道徳におけるICTの利
活用について、授業公開と整理会を通して学びを深めていく。

B

③郷土を愛する心を
育成する。

教
務
・
研
究

（
四
間
丁

）

【満足度指標】
地域と連携したキャリア教育
やふるさと教育を計画的・効
果的に実践する。

【教職員アンケート】
・総合的な学習の時間等を活用し、生徒のキャリア発
達を促したり、郷土を愛する心を育成したりする。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【生徒アンケート】
・「根上が好きか？能美市が好きか？」の結果
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【教92.6％】【生 根上：87.3％、能美：86.5％】
　生徒アンケートより、能美市が好きだとする生徒は80％以上だが、
どの学年も7月より12月の調査の方が減少傾向である。ただし１年生
では、天候不順で延期されていた松松レンジャーズを11月に実施で
きたことや、文化祭において１年生が能美市の人口減少の課題を
SDGsにつなげて発表したことによって、12月の調査でも高い数値に
なっている。２・３年が１年生と比較して低いのは、修学旅行や課外
活動を通して市外に出ることにより、より視野が広がったためとも考
えられる。今後は、地域を広げて学習した後に能美市に戻って、改
めて地元の良さを再認識する仕掛けをしていきたい。

B

①基礎体力を向上さ
せる。

保
健
体
育

（
辻

）

【努力指標】
教科体育の充実や適正な部
活動運営を通して、基礎体力
の向上を図る。

【体力テスト】
・２、３年生の体力テストにおいて、総合評価のA、Bが
占める割合
　　　A　６０％以上　　B　５０％以上
　　　C　４０％以上　　D　４０％未満

【体力テストA、Bが占める割合　48.3％】
　各学年別で比較すると、２年男子の38.3%が最も低く、２年女子の
59.2%が最も高かった。２、３年生ともに筋力、全身持久力向上が課
題であったので、課題を生徒と共有し、体育の授業の中で、サーキッ
トトレーニングを実施し、筋力と全身持久力の向上に努めた。

C

②健康教育を充実さ
せる。

保
健
環
境

（
西
田
充

）

【満足度指標】
「早起き」「朝ごはん」を基盤と
して、歯科検診や視力検査の
結果を含め、生徒が年間を通
して自分の健康について考え
られるようにする。

【生徒アンケート】
・「早起きができている」「朝ごはんを食べている」がで
きている。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【保健調査】
・歯科検診、視力検査の受診状況
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生 早起き：70.7％、朝食：93.7％】
　「早寝早起き朝ごはん」の大切さを伝え、今後もより生徒に意識し
てもらえるように工夫していく。
【保健調査：歯科検診　36.0％　視力検査　43.0％】
　個人懇談で、担任から保護者に直接受診票を渡し受診を促した。
　受診の低い原因は、コロナ禍で病院への受診を控えていることや、
保護者が様々な理由で病院での受診をしなくてよいと判断すること
が考えられる。今後とも、生徒や保護者に粘り強く訴えていくことで、
受診率の改善にとりくみたい。また、歯磨きの意識を高めるため、生
徒保健部員が歯磨きの仕方や意義を説明した動画を作成し、給食
時に全校生徒が視聴したり、校下小学生とも交流したりした。

C

①学校運営協議会を
充実させる。

教
務

（
斉
田

）

【満足度指標】
学校運営協議会を中心に、コ
ミュニティスクール（ＣＳ）とし
ての機能を推進し、家庭・地
域との連携を強化する。

【保護者アンケート】
・コミュニティースクール（CS）をもとに、学校・保護者・
地域がつながり合い、生徒の成長を支えることができ
ていると思う。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【教職員アンケート】
・学校運営協議会での話し合いを中心に、保護者や
地域からいただいた意見を、日々の教育活動に生か
している。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【保46.2％、教93.3％】
　１学期に比べて、保護者、教職員とも肯定的な回答の割合が若干
高くなった。しかしながら、保護者アンケートでは、昨年度に比べて、
「わからない」と回答する保護者の割合が高くなっている。コロナ禍
の影響もあり、年々、集合型の会合の機会が減り、学校と保護者の
間での情報共有が円滑に行われてない可能性も示唆される。コドモ
ンの活用は、情報伝達のスピードや情報発信のための労力の削減
という視点では有効だが、学校運営に関する重要な事項についての
質の高い意思疎通という視点では脆弱な部分もある。情報伝達の方
法などについては、動画での情報公開を増やしていくなど、次年度
以降の課題として検討していきたい。　

C

②適切な情報公開と
社会貢献を展開す
る。

教
務

（
斉
田

）

【成果指標】
ホームページ等での情報発
信につとめ、学校教育活動に
対する家庭・地域からの理解
を深められるようにする。
【努力指標】
学校教育活動全体を通して、
「働く子」を育成する。

【保護者アンケート】
・生徒の学校での活動の様子を知るために、学校ホー
ムページを定期的に閲覧している。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満
【生徒アンケート】
・「そうじをしている」「あいさつができる」の結果。
　　　A　９０％以上　　B　８０％以上
　　　C　７０％以上　　D　７０％未満

【生 掃除：94.0％、あいさつ：86.7％】【保33.6％】
　「働く子」という視点では、肯定的な回答の割合は依然として高い。
掃除では、当番清掃を導入して以来、良い点と課題となる点が浮き
彫りとなってきた。校務分掌の総括を通じて、次年度の掃除の方法
を再検討していきたい。情報発信については、肯定的な回答の割合
が若干高くなった。「校長コラム」を新設したことで、学校内での出来
事を時間を空けずに発信することができるようになったことが数値向
上の一助となっていると考えられる。（２学期の更新頻度は１月あた
り１７回）引き続き更新を続け、学校、保護者、地域のつながりを強く
することに貢献していきたい。

C

2023.2.24　２月運営委員会

重点目標

（めざす姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

（
教
師
力
を
磨
き
、
学
校
力
を
高
め
る

）

・月２回の定時退校日について、
当日に定時退校できなかった場
合は別日に振り替えるなど、確実
にとることができるよう、管理職
が状況を把握できるとよい。
・主任層を中心とした学校運営で
業務改善を図ることは大切では
あるが、主任層が分掌内で適切
に仕事の割り振りをすることがで
きるよう、管理職の援助があると
よい。繁忙期に特定の先生に仕
事が集中することを完全に回避
することは難しい。その時々で余
裕のある先生方が自然と業務の
サポートができる体制を構築する
ことが望ましい。
・ICTは、働き方改革の推進だけ
でなく、生徒一人一人の丁寧な見
取りにも有効活用できる。デジタ
ルのよさを最大限に生かして、業
務改善と生徒理解を推進してい
けるとよい。

2 知

（
自
ら
進
ん
で
学
ぶ
生
徒

）

・ICTを取り入れた授業を学校運
営協議会の委員が参観する機会
を設けてほしい。授業参観と合わ
せて、学校運営協議会を日中に
開催することも検討してほしい。
・情報過多の時代において、一人
一人が自分を見失うことなく、自
立していくことができるよう、社会
全体が支援していくべきである。
「デジタルとどう向き合うか」とい
う問いは、「自分がどう生きるか」
という問いでもある。自分にとって
必要な情報を取捨選択し、目的
に合った方法で自分の考えを発
信する力が必要不可欠である。
・コロナ禍の影響もあり、デジタル
化の波があらゆる生活場面に急
速に押し寄せている。それと同時
に、不易な部分である「アナログ
のよさ」が再認識されている場面
も多く見られる。実際に体感した
り、紙に文字で書いたり、対面で
他者と触れ合ったりするよさを残
していくことに大きな意味がある。
デジタルとアナログの両方のよさ
を取り入れた生徒一人一人に
とって最適な学びが実現されるよ
う、ICTを効果的に活用して授業
づくりを進めていってほしい。

3 徳

（
明
る
く
素
直
に
振
る
舞
う
生
徒

）

・コロナ禍において、感染症対策
を講じながら修学旅行等の行事
を実施することができてよかっ
た。コロナ禍で実施が困難だった
行事について、前向きな検討を
加えて再開しようと奮闘する先生
方の努力はすばらしい。引き続
き、生徒の健全な成長、キャリア
形成のために、生徒の心の成長
に寄り添っていってほしい。
・人はつらいことと向き合い、理
不尽なことに耐える経験を積む
中で「強さ」を獲得していく。これ
までの社会や学校現場には、こ
の「強さ」を獲得することはできる
機会が自然と創出されるしくみが
あった。しかしながら、昨今では、
必ずしもこの「強さ」がすべての
場面で肯定されるとは限らない風
潮がある。このような時代の流れ
の中で、多様な個性を受け入れ
ながら生徒一人一人の自己実現
に寄り添っていかなければならな
い先生方には、これまで以上に
大きな負担がかかっている。先生
方自身のメンタルヘルスも大切
に、心身ともに健康な状態で、生
徒の教育に携わってほしい。

4 体

（
強
い
身
体
を
も
つ
生
徒

）

・保護者への情報の効果的な周
知のしかたには難しさがある。特
に、スマートフォンを介しての情
報発信においては、絶えず情報
が入り続けるようなメールアドレ
スへの連絡では、情報が埋もれ
てしまう可能性がある。また、複
数のメールアドレスやアカウント
を所有し、たくさんの情報にふれ
ることが当たり前になっている
今、情報の受け手側としても、大
切な情報を確実に受け取ること
ができるような準備をするべきで
ある。また情報の発信者としては
タイトルに【重要】【確認】などのラ
ベリングをするなどして、受け手
側の注意を引くような工夫もして
いくとよい。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
携

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推
進

）

・情報を提供する側として、発信
量や質にこだわっていくことは大
切であるが、情報を受け取る側
の意識も関係してくるため、「周
知」に重きを置きすぎることは、か
えって目的を見失う結果を招きか
ねない。生徒のために、学校のた
めに、保護者や地域が楽しみな
がら参加することができる活動を
設定していくことで、自然と地域
や保護者の目線が学校に向くと
考えられる。コロナ禍に落ち着き
が見られる今こそ、これらについ
て見つめ直すよい機会であると
思われる。


